
 

平野喜八郎市長時代（昭和 48年～平成 9年） 

平野氏が市長就任時 8万 5千人ほどの人口が、辞任時には

13 万 4 千人となるなど、名古屋のベッドタウンとして人口

が急増した時代でした。人口が増えることで、学校や地域の

集会場などの施設や道路を建設する必要も生まれ、市役所業

務が増えることにより職員も増えました。ゴミ・し尿処理も

増え、加えて下水道の整備もスタート（昭和 58年度）する

など、多くの施設・インフラ整備が進められた時代でした。バブル景気～バブル崩壊の期間であり、いわゆる「箱物

行政」時代とも呼ばれ、この頃に増えた借金は施設建設によるものが多いです。 

平成元年以降につくられた主なものは、航空宇宙博物館（約 130億円／用地・周辺整備含む）、産業文化センター

（約 80億円）、市民プール（約 37億円）、福祉の里（約 37億円）、市民球場・勤労青少年グラウンド（現在の総合

運動公園）（約 34億円）、図書館（約 30億円）、クリーンセンター（約 23億円）、スポーツ広場（約 17億円）など。 

森真市長時代（平成 9年～平成 25年） 

バブル崩壊後の「失われた 20年」といわれた日本低迷期の真っただ中にあり、

同時に高齢社会（平成 7年）から超高齢社会（平成 19年）になった時代でもあり

ました。市役所を経営する上で、扶助費（高齢者・障がい者・生活困窮者などへの

支援に使われる経費）・人件費・公債費（借金返済）が増え始め、政治にも方向転

換が求められる時代でした。行財政改革が進められ、市役所の人件費については

16年の間で、年間 23億円以上、職員数は 278人の削減が進められました。 

平成 13 年度より臨時財政対策債、平成 16 年以降に合併特例債という地方が国

に肩代わりするような起債ができて、市の借金額増加への影響が出はじめました。 

つくられた主なものは、各務原大橋と那加小網線道路（約 123億円）、新北清掃

センター（約 109億円）、小中学校耐震化（約 88億円）、鵜沼駅周辺整備（約 62億円）、学びの森（約 32億円）、各

務野自然遺産の森（約 25億円）、リサイクルセンター（約 22億円）、火葬場（約 17億円）、給食センター（約 14億

円）、那加メーンロード（約 13億円）、中山道鵜沼宿整備（約 12億円）、特別支援学校（約 10億円）など。 

浅野健司市長時代（平成 25年～） 

日本が人口減少社会に入り、社会保障の担い手が減っていく時代になります。負担のあり

方を考え直すとともに、市町村間における若い世代の獲得合戦の時代になりました。子育て

世代・働く世代にとって魅力あるまちづくりに力を入れる政策が注目されます。 

つくられた主なものは、小中学校教室冷暖房設備（約 25億円）、総合運動公園（約 14億

円・見込み）、日野岩地大野線（市道部分／約 12億円・見込み）、市民会館・文化ホールリ

ニューアル（約 11億円・見込み）、鵜沼サービスセンター（約 7億円・見込み）、川島サー

ビスセンター（約 5億円・見込み）など。（森前市長からの引継ぎ分もあります） 
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あけましておめでとうございます。 

今年も「開かれた市政」をテーマに頑張っていきます。 

今回は私のテーマであった「決算から見る各務原市の歴史」（平成元年～27年分）がまとまりましたので、レポー

トいたします。各務原市創立時（昭和 38年）からの決算も調査・研究中です。 

過去の決算書からデータを拾い出して、独自の考え方で事業を分類し、「誰のために、何のために使われたか？」

が少しでもわかりやすくなるように計算し直しました。 

 池戸 一成 

 

「扶助費は増えているが、市税収入は増えていない・・・」 

裏面の～歳出編～を見てみると、高齢者・障がい者・生活困窮者などへの支援に使われる経費（扶助費）や高齢者

の医療費が年々増えていることがわかります。これに対して、市税（住民税・固定資産税などの市民から直接市に入

る税）の収入はあまり増えていません。これを埋め合わせするために国からの資金が増えてきており、これが国の財

政を苦しませる原因のひとつとなっています。いわゆる社会保障制度をどのように改革していくのか、誰がどのよう

に、足りない経費を負担をしていくかを考え直していかなければならないでしょう。 

「各務原市の４大公園の整備費は？」（裏面も参照ください） 

各務原市４大公園の整備にかかった費用は以下の通りです。土地取得費も含みます。市民公園は平野市長時代に、

他は森市長時代にできたものです。 

市民公園 各務野自然遺産の森 学びの森 河跡湖公園 

約 22.9億円  約 24.7億円 約 31.8億円 約 5.8億円 

各市長時代に地域の公園整備などに充てられた費用の平均年額の比較は以下の通りです。 

平野市長時代（H1～H8の分） 森市長時代（H9～H24） 浅野市長時代（H25～H27の分） 

約 2億円（1,600円／市民 1人） 約 3億円（2,000円／市民 1人） 約 1億円（700円／市民 1人） 

時代によって、市長によって、変わってきた市政 

決算から見る各務原市の歴史（平成 1～27 年度） 「市の財源は?!」～歳入編～ 
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※このグラフは各務原市の一般会計と各特別会計の「歳入」の合算の推移です。 

≪新年互礼会のご案内≫ 

◎ 平成２９年１月８日（日）１３時～１６時 

※時間内のいつご参加いただいても結構です。 

◎ 後援会事務所（池戸ミシン） ◎会費１００円 

お問合せ先は、３７１－２７４９（後援会事務所）まで 
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⑧お年寄りや 

障がい者対策 

借金返済 貯金 ①その他行政コスト 

②安心安全 

③スポーツ・文化 

活動（施設含む） 

④道路・建物 

⑤産業活性化 

⑥ごみ処理など 

環境保全 

⑦子供のため 

医療・健康・保健 

お年寄りの 

医療費 

障がい者自立支援

が拡大し始める 

行財政改革が進んで

貯金ができ始める 人口の推移 

職員数減など行財政改革へ

の取組みが本格化する 

子どものための医療・福祉施

設・児童手当が増額される 

借金残高の推移 

老人保健から後期高齢者医療保険に代わり、

市の会計から県広域会計に移行されたため、

市会計上の高齢者医療費は減少した。 

生活保護が増え始める 

介護保険スタート 貯金残高の推移 

人件費・福祉・借金返済が増加し続ける 

旧川島町と合併で人口が増える 

旧川島町の借金も上乗せになる 

年度 

森真 市長時代の背景 

高齢化が進み、福祉など扶助費が増え始める。少子化による今後の税収減が見込まれる中、社会保障など行政運営は将来

に向けて難しい舵取りを強いられることとなる。職員数の削減、業務の見直しや民営化をはじめとした行財政改革が進

む。また、相次ぐ全国での大震災で防災や安全などへの関心も高まり、公共施設の耐震化が進む。 

浅野健司 市長時代 

働く世代・子育て世代

にやさしいまちづくり

が進んでいる。 

⑦子ども手当 約 82億円 

東日本大震災 
阪神淡路大震災 

⑥クリーンセンター約 23億円 

③市民プール 約37億円 

③図書館 約 30 億円 

③市民球場・勤青グランド 約 34 億円 

③総合運動公園 約 13.6 億円（見込み） ③中部学院大誘致 約 15 億円 

③スポーツ広場 約 17 億円 

③市民会館・文化会館リニューアル 約 11 億円（見込み） 

⑤航空宇宙博物館（土地代・周辺整備を含む） 約 130億円 

⑤地域振興券 約 6億円 

⑤VR テクノ周辺整備 約 29 億円 ⑤VR テクノ周辺整備 約 15 億円 

④新小網橋 約 4 億円 

④各務原大橋・那加小網線 約１２３億円 

④鵜沼駅周辺整備 約 62億円 

④３大公園※１ 約 62 億円 ／ 地域の公園などその他の公園整備 約 47億円（平均 3億円/年） 

④産業文化センター 約 80億円 

②長平集会場・松が丘コミセン 約 1.2 億円 

②緑苑・各務原コミセン 約 1.9 億円 

②陵南福祉センター 約 1.1 億円 

②稲羽コミセン約 3.6 億円 ②蘇原コミセン約 4.1 億円 ①鵜沼サービスセンター約 7億円（見込み） 

①川島サービスセンター約4.5 億円（見込み） 

④日野岩地大野線 12 億円（見込み・継続中） 

④犬山東町線バイパス 17億円（見込み・継続中） 

④防犯灯ＬＥＤ化 約 1.5 億円 

④中山道鵜沼宿再生整備 約 12 億円 

④新加納地区再生整備 35億円＋α（継続中） 

④木曽川～夢と浪漫～まちづくり 約 2億円 

④那加メーンロード 約 13億円 ⑦給食センター 約 14億円 

⑦小中学校冷暖房設置 約 25 億円 

⑦小中学校耐震補強 約 88 億円 

⑦各務原特別支援学校 約 9.5 億円 

⑥瞑想の森（火葬場） 約 17億円 ⑥リサイクルセンター建設 約 22 億円 ⑧福祉の里建設 約 37億円 

⑥北清掃センター建設 約 109 億円 

④公園整備 約 16億円（平均 2億円/年） 

※１ 「３大公園」～森市長時代にできた３大公園。 

各務野自然遺産の森・学びの森・河跡湖公園 

平野喜八郎 市長時代の背景 

人口増加が著しい時代であった。地域ごとに必要な学校・福祉

センターなどや、魅力ある都市形成のための市民プール・航空

宇宙博物館などの各種施設建設が進んだ時代であった。 

※ このグラフは各務原市の一般会計と各特別会計の「歳出」の合算を、Ｈ１年度～Ｈ２７年度までの決算書を独自の調査・分析して

作成したものです。 

※ 主な施設などの作られた時期・費用をグラフ下に記載しました。 

下水の普及エリアが、工事コストのかかる地域に

差し掛かり、下水会計の市債が増えはじめる。 

合併特例債の借入れも増加の要因となる。 

臨財債スタート 

産業文化センター建設含む 

航空宇宙博物館含む 
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